HITACHI 

曰立ルームエアコン据付説明書 


♦据付工事前にお読みになり正し < 据え付けて < ださい。 

♦お客さまに操作ち法を取扱説明書でよく説明してください。 
♦この製品は日本国内ま庭巧です。電源電圧や電源周波数の 
異なる海外では使巧でさません。 


室内機 

RAS-SV22C お 
RAS-SV25C 形 
RAS-SV28C 形 
RAS-SV36C お 
RAS-SV40C2 形 


+ RAC-SV22C お 
+ RAC-SV25C 形 
+ RAC-SV28C 形 
+ RAC-SV36C お 
+ RAC-SV40C2 形 




家庭用エアコンには最大で C02 (温暖化ガス）3,600 kg に相当 
するフ□ン類が封入されています。地球温暖化防止のため、移設 
•修理•廃棄等にあたってはフ□ン類の回収が必要です。 


据付情報 


I フイルター掃除運転の動作確認を必ず行ってください。 

I 上面に従来のようなグリル（格子）がなくなりました。 
• ドレンキャップの斤さがが変わりました。 

C 据イ寸工事に必要な工具い印は民 41 〇 A 専用工具）） 

•©©ドライバー •巻き尺 •ナイつ •ペンチ 
•パイプカッター •六角棒スパナ(呼 4) • P カッター 
•ホール コア ドリル （ c /)6 日〜攻 80 mm ) •真空ポンプ 
•スパナまたは、モンキーレンチ • トルクレンチ 
みポンプアダプタ ® つ レアリングツール ® ガス漏れ検知器 
® マニ ホールドバルブ ® チヤー ジ ホース •ポリシン 


必ずお守りください。 


安全上のごミ主意 

お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りしがだくことを、次のように説明していまず。 


■表示内容をお視して誤った据え付けでをしてしがときに生じ 
るを害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 警告 

この表示の欄は、「死 t または重傷 
を負うおそれがある J 内容です。 

A を思 

この表示の欄は、「軽傷を負うおテ 
■-れまたは物的損害を生じるおそれが 
ある J 内容です。 


臟德 I 禪辩 区分し、説 


图 


このような絵表示は、してはいけない「禁止」 
内容でず。 


このよラな絵表示は、必ず実行していただく 
「強制」内容でず。 


• お付工事完了後、試運転を行い異常がなしにとを確認するとともに、取扱説明書にそってお客様に使用ち法•お手入れの仕ち 
を説明してください。また、この据付説明書は、取扱説明書とともにお客様が保をいただくように依頼してください。 


A 警告 


，据付工事は、お買い上げの販売店または、専門業者に依頼ずる 

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電•火災‘ 
などの原因になります。 



>据付工事は、この据付説明書にしたがって確実に巧う 

据え付けに不備があると、水漏れや感電 • 火災などの原因に 
なります。 


〇 


>据え付けは、重量に十分耐える巧で確実に巧ラ 

強度不足や取り付けが不完全な場合は、室内外機の落下に 
より、けがの原因になります。 


〇 


>電気工事は、電気工事±の資格のある方が「電気設備に関ずる 
巧術基準 jr 内線規程 J およびこの据付説明書にした力わて 
施工し必ず専用回路を使用ずる 

電気回路容量不足や施工不備があると、感電や火災の原因 
になります。 


〇 


► 接続ケーブルの配線は、途中接続やより線の使用はせず直径 
2 mm の単線を使用して確実に接続ずる 
端子接続部にケーブルの外力が伝わらないよラに確実に固定ずる 

接続や固定び不ま定な墙合は、故障や発熱 • 火災の原因になります。 

>設置工事部品は、必ず付属部品および指定の部品（別売部品等) 
を使用ずる 

当社指定部品を使巧しないと、室内^^1の落下’水漏れ- 
感電•火災および運転音や振動が大きくなる原因になります。 


〇 

か 


»エアコンの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒 
( R 410 A ) が外の空気などを混入させない 

空気などが混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧になり、 
破裂やけがなどの原因になります。 

>指定;令媒 m 外は使用（冷媒補ち•入替え）しない 

機器の故障や破裂、けがなどの原因になります。 


0 

0 


► 配管•フレアナツトは、必ず R 410 A 指定のものを使用ずる 

破裂やけがなどの原因になります。 


〇 


>フレアナットはトルクレンチを使用し、指定のトルクで締め付ける 

つレアナットを締が付け過ざると、長期経過後つレアナットが 
割れて冷媒漏れの原因になりまず。 


〇 


• 作業中に冷媒ガスが漏れた場合は、換気を巧う 

:令媒ガスが火気に触れると、有毒ガスが発生する原因に 
なります。 


〇 


>設置工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認ずる 

を媒ガスが室内に漏れ、フアンヒーター•ス I -- ブ•コン□などの 
火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。 


〇 


[ A 警告 


N 

• アース（接地）を確実に巧う 一 

アース線は、ガス管•水道管•避雷針•電話のアース線に M 

接続しない C 

アース(接地)がず確実な塌台は、故障や漏電のとき感電の原因になります。< 


• 据付作業では、圧縮機を運おずる前に、確実に;令媒配管を 
取り付ける < 

:令媒配管が取り付けられていない状態で圧縮機を運転すると、 m 
空気などを吸引し、冷凍サイクル内が異常高圧となり、 破裂. W 
けがなどの原因になります。 

> 

• 冷媒回収（ポンプダウン）作業では、冷媒配管を外す前に _ 
圧縮機を停止ずる M 

圧縮機を運転したまま、冷媒配管を外すと空気などを吸引し、 ■ 
冷凍サイクル内が異常高圧となり、破裂•けがなどの原因に m 
なります。 

» 

•電源コードの加工•途中接続•タコ足配線はしない 

接触不良 • 絶縁不良 • 許容電流オー/ぐ一などにより、感電や 
火災の原因になります。 

0 

• 接続配線は、端子カバーカ《浮き上がらないように整形し、 ^ 

カバーを確実に取り付ける M 

カバーの取り付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱- > 

火災や感電の原因になります。 > 

> 

• 電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、 

コンセント側にもホコリの付着•詰まり•がたつきがない イ 

ことを確認し、刃の根元まで確実に差し込む M 

ホコリの付着•話まり•がたつきがあると、感電•火災の原因に> 
なります。ホコリの付着•話まりがあるときは清掃してください。> 
コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。 

> 

J 


A ミ主意 


>設置場所によっては漏電遮断器を取り付ける 

漏電遮断器が取り付けられていないと、感電の原因に 
なりまず。 


〇 


• 可燃性ガスの漏れるおそれのある場巧へは設置しない 

万ーガスが漏れて室内外機の周囲にたまると、発火の原因に 
なります。 


0 


>排水工事は、この据イ寸説明書にしたがって、確実に排水する 
よう配管を巧ラ 

不確実な場合は、屋内に浸水し家財などを濡らす原因に 
なりまず。 


〇 


























































据付場所の選定 


下記の点にを意し、お客さまの同意を得て据え付けてくださし、。 


A 警告 


♦室内機本体を十分ささえられ、振動が出ない、強度のあるところに据え付ける 
♦室外機の重量に十分耐える場所で、騒音や振動力《増大しなし化ころに 
据え付ける 

♦室外機をベランダの手すりに近寄せて設置しなし、 

高層階などのべランダに設置される場合、おモ様が室外機の上に乗り、 
手すりを乗り越え、落下事故につながるおそれがあります。 

♦可燃性ガスの漏れるおテれのない場所や、蒸気 • 油煙などの発生しない 
ところに据を付ける 

^引火や爆発•樹脂の劣化や破損のおそれがあります。_, 

♦室内機は近くに熱の発生がなく、吹出口付近をふさがないところに据え付ける 
♦室内機はドレン排水力溶易にでき、室外機と配管接続ができるところに据え付け、 
室外機は排出されたドレン水が流れても問題のないところに据え付ける 
♦電子点な形の照明器具の影響を受けなし化ころ 

電子点灯斤きの照明器具がある場合は、受信距離が短くなることがあり、 
場合によっては信号を受け付けないことがあります。 

♦室内機（吹出口）を火災報知器から 1.5 m が上離して据え付ける 


♦室内機およびリモコンはテレビやラジオから 1 mm 上離す 
室外機および F ケーブルはテレビ • ラジオ • インターホン • 電話などの 
アンテナ線や信号線 • 電源コードなどから1 m が上離ず 

ノイズで影響をおよぼす場合があります。（画像の乱れや雑音が入るなど） 

♦室外機は強風の当たらないところに据え付ける 

特にビルの屋上では、風が強く室外フアンが破損することがあります。 

♦室外機は吹き出した風や騒音がご近所の迷惑にならないところに 
据え付ける 

♦室外機は雨や直射日光があたりにくい風通しのよいところに据え付ける 
♦室外機は、小動物のすみかになるよラな場所には設置しなし、 

小動物が侵入して、内部の電気部品に触れると、故障や発煙 • 発火の原因になる 
ことがありまず。また、お客様に周辺をきれいに保つことを、お願いしてください< 
♦吹き出した風が直接動物や植物にあたらないところに据え付ける 
♦高周波機器、高出力の無線機器などからはできるだけ離す 
エアコンが誤動作する場合があります。 

♦後々のサービス•補修などを考慮した場所を選定する 
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① 


② 


③ 




⑤ 


⑥ 


⑦ 


⑧ 


⑨ 


付属部品 


ill 


据付板 



据付板固定ねじ 


乾電池（単4)/ 


リモコン 




保冷用断熱材 


ブツソユ 



リモコン 

ホルダー 


リ亡コンホルダー 
固定ねじ 

330 
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>⑥®は室州幾に同楠。 


室内•室外機据付図（平地置台設置例) 


下図のぐク印寸法は エアコンの 運転を保証するために必要な寸法です。 

後々のサービス-補修などを考慮してできるだけ周 H の空間が大さくとれる場巧に設置してください。 

50mm け Ji (できるだけにくあけてくだごい。） 


日 0mm たし h 


サービス 性を考慮して 
1日日 mm な上巧なすることを 
おすすゆします。 


配管引出し方向 



すき間がないよう確実に 
シールしてください。 


効率のよい運転のため、室外機の下側はでさるだけ、 
風が通らないように遮へいずることをおずずめしまず。 

(現地で調達してください。） 



(室内機の背面で配管接続ずる場合は 1 20mmW 上） 

50mmU± _ 

サービス 性を考慮して 
100 mm が上確保することを 
おすすめします。 


( カーテンレール、カーテン 
ボックス等の上に設置ずる 
場合は、障害物の寸法が 
1 30 mm な内であれば、 

ち記寸法で設置できまず。 

また、点検 • 修理のため 
エアコンのまねりはなるベ< 

距離をあけ、風の流れを 
損なわない寸法を巧保して障害物 
ください。 130 mm な巧. 



横引きなど屋内を通す配管は、保冷用断熱材をかぶせてください。 
保冷用断熱材がす足するとさはサービスバーツ品 
RAS-LJ22W 006 (別売）を使用してください。 

隠蔽部、および室内横引き配管を巧う場合には、結露防止性能が高い 
配管を使用してください。 

♦冷凍機油は水分に弱いため、サイクル巧に水が入ら 
ないようにしてください。 

慢内機とき外機の高低差は 10 m な间こしてください。 

W 己管は必ず細径側-太径側ともに断熱したものを使 
用し、表面に エアコン 据付用テープを卷いてくださ 
し、。テープを卷かないと、断熱材が早く劣化してし 
まいます。 

断熱付ドレンホースの接続 

»横引きで屋巧を通す部分は断熱付ドレンホース 
怖販品)を使います。 

ドレンホースを継ぎたすときは、 内径 Ibmm 

水びもれないよう接続部にテープを 
卷いてください。 

V _— ノ 


アースを，アース線は付属されていません。’ 
別売品をご利用 < ださい。 


アース 棒 

長さ 

SP-EB - 2 

900mm 
(D 種接地工事推奨品） 


室外機の据え付けは、上•左•右•前•後のうち少なくとも2モ向を開放し通風路を碰呆してください C 


電源コードの長さ 

電源 コードはが巧に改造しないでください。 

\ 

RAS - SV 22 C - SV 2 日 C 

,約 1.0 m 


の 1.7 m 

< > 



コ 

□Ll _ ' 






RAS - SV 28 C ■ SV 36 C ■ SV 40 C 2 

1 約 0.5 m 


の 1.2 m 


□Ll _ ! 
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ノ 

















































































































































室外凝縮水処理 


参室外機のベースには地面に凝縮水を排出するよう巧があいています。 

♦凝縮水を扫か□などに導くとさは、平地置台(別売)やブ□ックなどに載せ地面より1 00mm な上上げて据え付け、 
図のようにドレンバイプを徽売してください。その他の水あき巧り力所)は、ブッシュでふさいでください。 
ブッシュの取り付けは、図のように水あき巧に合わせて、ブッシュの両端を押してはめ込んでください。 

♦ドレンパイプをお続する場合は、ブッシュカ 《 べースから浮いたり、ずれていないことを確認してください。 
♦室外機は水平に据え付け、凝縮水の排水を確認してください。 

参寒冷地等でご使巧の場合 


き;令地等できさが厳しく積雪等が多いと、熱交換器から化る水力 W— ス表面に凍結し、排水が悪くなることび 
あります。このような地域では、ブッシュ、ドレンパイプは取り付けないでください。 

また、水抜き巧と地面との距離を250 m m Jil 上確保してください。 



が上 0' 

ドレンバイプ取り付 i ブ巧 

外径 16 mm **^1 


-◎ドレンハ‘ イプ 



&据付板の取り付け-壁巧あけ-保護パイプの取り付け 


/ 

A ミち意 

♦室内機を据え付ける晩ま、必ず水平また 
は、ドレンホースを取り付ける側を若干 
下に傾けて据付板を固定ずる 

本室内糊まドレンホースを左右どちらに 
も取りがけられる構造となってしほす。 

V 

ドレンホースを取りがける側を上ち1こ傾け 
て据え付けた場合、水漏れとなるおそれ 
がありますのでごを意ください。 J 


回り縁と鴨居に据え付ける場合 

♦回り縁と鴨居間の寸法 H に合わせ、お付板とたてさん上下を 
仮組みします。 

♦回り縁と鴨居を利用してたてさん上下を仮止めします。 
•水平を確認してから固定します。 


壁に直付けずる場合 


たてさん（別売） 

(お名： SP - BT -2) 


(下図のねじは、たてさんに同個しています。） 


•壁内の構造体（間柱など）をさがして、据付板を固定します。 

♦間柱などをさがすのが困難で石膏ボードに直付けずる塌合は、 

ボードアンカー(市販品）等をご使用ください。その塌合、アンカーは 
カサ式のもので石實ボードの厚みに合ったものをご使用ください。 
♦公団アパート用巧を使用する塌合は、アンカーボルトの壁からの 
化張り寸法が1 5mmU 下になるようにカットしてください。 


水準器（据付板の上に置いて使巧してください。） 

間柱、 



ボードアンカー 
霞据付板固定ねじ 


ねじ止めは、据か板 
の刻巧-:-部に 
行ってください。 
また、4本姑上の 
ねじで固定して 
くだ立い。 


配管巧 


ボードアンカーの止ゆ巧 


爲 

今 

0 

♦お付板を壁に仮固定のまま、ボード 
アンカーを壁に埋め込みます。 

♦据付板を下側にずらしてから、ボード 
アンカーで据付板を固定します。 J 


己 OmmU 上 



サーピス性を考慮して1 0 OmmULh 
、確保することをおすすめします。 



サーピス性を考慮して1 00 mm な上、 
確保することをおすすめします。 ノ 


己 0 mm な上 

き巧機の背面で \ 
配管接続する場合は 
い 20 mm な上 / 


〈印刷記号： CS -21@〉 
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壁巧あけおよび保護パイプの取り付け 


田か 65mm の巧を外侧ご〜 5mm 下がりざみにあけます。 
回保護バイプを壁の厚さに 壁 

合わせて切断し、壁巧に 
通します。 

回雨水や外気の浸入等がない 
よラエアコン 据付用 パテで 
完全に シールして 配管 ブッシュ 
を付けます。 


in 

パテふ 



保護バイプ 


配管ブッシュ 


/ 

A 警告 

♦保護パイプは必ず使田ずる 

接続ケーブルが壁の中のメタルラス 
にお触したり、壁が中空の場合、ね 
ずみにかじられたりして感電や火災 
の原因となります。 

♦エアコン据付用パテで完全にシールする 

V 

壁巧や室外の局お尘気が至巧し浸人 
し、露たれの原因になります。また壁 
巧や室外の臭いが室内に浸入する原 
因となります。 

ノ 


S 室内機の据え付け 


据え付けの準備 


り□ントノ くネルの取り外し） 

参 P.1 4の「フ□ントバネルの外しかた」を参照して取り外します。 
♦フ □ ントパネルの着脱は、必ず両手で行ってください。 


( f ケーブルの接続） 

参 P.1 0の 「F ケーブルの接続」を参照して接続します。 

r 下カバーブッシュ部の切断 j 

※横引き、下弓 I きの場合のみ 

♦ちまたは左、あるいは下引き配管時はブッシュ部を 

P カッター等で切り取り、やすりで体裁よく仕上げてくださし、。 



ブッシュ部 


ブッシュ部 


A 注意 


ドレンホースの付け替え） 

X 横引きの場合のみ 

♦横引さ配管時はドレンホースとドレンキャップを下図のよう 
に付け替えてください。 

♦ドレンホースの横引さ配管は斤わないでください。 

ドレン詰まりをおこし、水たれとなります。 

♦ルンホースは先端部のバッキンがめくれなしけうに挿入してください。 

ドレンキャップの外しかた 



ドレン ホー ス 
固定ねじ 

田 ドレン ホースは 固定ねじを 
外して、抜さます。 

ドレンキャップの付けかた 


〇ドレンキャップはペンチ等で 
奕起をつまんで引さ抜さます。 

ドレンホースの付けかた 


♦ドレンホースとドレンキャップは確実に挿入し、ドレンホース 
は固定ねじで固定ずる 

挿入が悪いと水漏れのおそれがあります。 



ドレン□先端に当たるまで巧し込む 
必ず目視で巧認してくだ立い。- 


六 S 棒スバナル V キャッフ 
(呼 4 J 

回ドレンキャップの巧に六角棒スパナを 
挿入して、ドレンキャップを巧して、 
奕き当たるところまで確実に挿入して 
ください。 

ドレン □ 


六ち棒スパナ（呼 4) 




ドレン ホース 
固定ねじ 


ドレンホース 


@ドレンホースは、固定ねじの巧 
をあわせて奕さ当たるとこ 
ろまで確実に押し込み、田で 
外した固定ねじで固定して 
ください。 







































































































を媒配管の曲げ始めが壁巧範囲から出ていたり、曲げ R が 
大さいと、室内機が壁から浮さ上がり、仕上りが悪 < なる 
原因となります。 


回西 S 管-ドレンホース- F ケーブルをまとめ、ビニールテープ 
で仮止めします。 

ドレンホースは常に下になるように養形してください。 



の配管を整形します。 



♦配管整形時には、配管押さえの下端部を手で押さえながら、 
下に伸ばしてから整形する 

下に伸ばしてから整形しないと配管が内部でねじれて 
しまいます。 



( 配管の準備^ 

A ミち意 


回壁巧貫通部をエアコン据付用テープでテープ巻さします。 
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配管の曲げ終わりは了ープ卷さします。 
この範囲に納めます。 


の配管を整形します。 

下カバーブッシュ部の切り欠さ巧 



_配管 


ち横引きのレイアウト 

回酉 S 管- ドレン ホース- F ケーブルをビニールテープで 
仮止めします。 

ドレンホースは常に下になるように璧おしてください。 


田断熱材を配管の断熱材の端面に合わせて切断し、ビニール 
テープで 仮止めします。 

回配管接続部を保;令用断熱材で割りを上にして覆い、すさ間の 
ないよラに ビニールテープを 巻さます。 テープは 締め過ざない 
ようにききます。おりの「配管の断熱と仕上げ」を参照） 

すき間があったり締め過ぎたりすると露たれの原因になります。 

の 



配管の断熱材 


切り取ります。 


冷媒配管 


回 




な/..柳 m . 


配管を接続してから据え付ける場合 (横引きの場合) 


後直引さの場合 


ち横引き•ち下引きの場合 














































































































































回:令媒配管を壁巧位置に合わせて璧形します。 

特に横引さ背面化しの場合は li (下の説明にしたがい、正確に 
整形してください。 

〈横引さ背面出しの冷媒配管の整形〉 

(1) 背面の刻印を参照し、壁巧範囲の中で;令媒配管を曲 f 始めます。 



を媒配管の巧げ始めが壁巧範囲から出ていたり、巧げ R 
が大さいと、室内機が壁から浮き上がり、仕上りが悪 < な 
る原因となります。 


に）;令媒配管はできるだけかさな R で曲プ、整形します。 



团 F ケーブル • 配管を整形し、室内機背面の下部スペースに納め、 
結束バンド（市販品）を背面フックに引っ掛け固定します。 

回冷'媒酉己管 • F ケーブル • ドレンホースをビニールテープで仮止めし、 
壁巧貫通部をエアコン据付用テープでテープきさします。 

ドレンホースは常に下になるように整形してください。 



あまった結束バンド（市販品）は必ずカットしてください。 
(異常音や露たれの原因になります。） 


室内機の背面で冷媒配管を接続する場合 


♦冷媒西己管と F ケーブルを整形しセットしまず。 


:令媒配管の先端を▽マークの位置に合わせまず。 



ポリシン（市販品）を太径パイプに入れまず。 


できるだけ小さな R で曲げてください。（ポリシンを使用ずると 
配管を農さずに小さな R で曲げることができまず。） 


A ミち意 

♦ポリシンを使田ずる場合は、削り粉力《入らないよう必ず 
フレア加工を行った後に挿入ずる 


据え付け 


室内機の背面が外で冷媒配管を接続する場合 


田壁巧に配管類を通します。 

回室内機の上部をお付板に引っ挂卜けます。 

回室内機下部を壁に巧しつけ、室内機の m を据付あに 
はめこみます。 

团を媒配管を接続後、配管接続部を保;令巧断熱材で割りを上に 
して覆い、すさ間のないようにビニールテープを巻さます。 
おりの「配管の断熱と仕上げ」を参照） 

すさ間があったり締め過ざたりすると露たれの原因になります。 


①樹寸板 






















































































































































































































































室内機の背面で冷媒配管を接続する場合 



緩衝材 


固定の 


田室内機をお付おに引っ掛けます。 /// の据が板 

回室内機背面を側に緩衝材または 
ダンボールなどをはさみこみ、 

室巧機の下部を手前に約1 20 mm 
程度浮かします。 

回满谋配管を接続します。 室巧機の m 

( P . 9の「配管の巧続」を参照） 

团配管接続部は、保;令用断熱材の割りを上にして 
覆い、す さ 間のないように ビニールテープを 
巻さます。 

( P . 5の「配管を接続してから据え付ける場合(横弓 I きの場合)」を参照） 
回ドレンホースを壁巧に挿入します。 

ドレンホースは常に下になるように整形してください。 

囚 F ケーブルを巧続します。 （ P .1 0の 「 F ケーブルの接続」を参照） 

回 F ケーフル•配管を整形し、室内機背面の下部スペースに納めます。 
回はさんだ物をかし、室内機の m を据付あにはめ込みます。 


約1 20mm 

巧 


室内機の外しかた 


♦室内機底面にある^を外側から巧すと、のが据付あから 
外れます。（左ち2力巧） 



A ミち意 

N 

♦配管の断熱材のビニールテープ卷さは締め過ぎない 

断熱効果がなくなり露が付きますので、締め過ざないように巻いてください。 （ P .1] 「配管の断熱と仕上げ」を参照） 

♦室内機の下部を手前こ引っ張って、据付板に室内機のの力《はめこまれていることを確認ずる 

1はめこみび不完全ですと、室議饼励が大きくなる原因となります。 

J 


S 排水の確認 


室内機の据え付け終了後、露受皿に水を流して確実に肖协されることを確認してくださし、。 
(確認を怠ると水たれのおそれがありまず。） 

田つ□ントパネルを取り外します。 （ P .1 4 「フ □ントバネルの外しかた」を参照） 

回取っ手を持って、ダストボックスをまっすぐ手前に引きあさ取り外します。 

回下図のように、室内機の露受皿(斜線部）にを水します。 

['ま水するとさは、水差し(現地調達)などを使用してください。] 



A ミち意 


♦ドレンエ事は、確剪こ排水できるように配管し、必ず排水の確認を行う 
確認を怠ると、水たれとなることがありまず。 

♦ドレンホースは1 /25 JJLb の勾配をとる 

♦垣込配管などでドレンホースをドレン配管に挿入する場合、ドレンホースを途中で切断しない 

ドレンホースの断熱性能が低下し、水たれとなることがあります。店図を参照） 

♦浄化槽等、腐食性ガス（硫黄、アンモニア等）が発生する場前こドレンホースを導かない 

腐食性ガスがドレンホースから室内機に逆流し、銅配管を腐食させたり、室内の異臭の原因に 
なることがあります。 


バテでシールして仕上げます。） 


、F ケーブル 
、冷媒配管 
新 T// iiluip —ドレンホース 


ドレンホースを 
途中で切断しない 























































































































































気密性の局い住ち等で強風時や換気扇を 
使用したときなどじ、ドレン水がスムーズに 
流れず、異音(ポコポコ音)が発生すること 
があります。巧応部品鮮旋品）として 
麵電機鹽(椒製ドレン鹏止が DHB -1416 70り 
がありますので必要に応じて取りかけてくださし、。 
製品 I こ関するご相談は販売店にお問い合わせ 
ください。 



据付終了後、ドレンホースの 
抜けやたるみのないことを 
確認してください。 


广 ^ 

♦ドレン用逆止弁 





♦ドレンホースは1/25]^^^硬質塩ビパイプは1/IOOJ^Lhの下リ勾配を取つてくださし、。 

ドレンホース • 硬質想ビパイプ 



A 注意 


♦ドレンホースは巧面よリ100mmJ^Lh高い 
位置で切断ずる 

エア□ックによる水漏れや異物の詰まり等の 
原因となることがあります。 

♦上図のような不具合がないことを確認ずる 

ドレン詰まりをおこし、水たれとなります。 



参振動や騒音が増大しないようにしっかりした場所に設置してください。 
♦配管類をおおよそ整おして、位置を決めてください。 

参消‘巧法および都道お県の条例などを満足する場所に設置してください。 

この面（吸込側）を壁側に 
して設置してください。 



♦側面カバーは取っ手を持ち、下ちへずらして端部のフックを 
外してから引いてください。取り付けるときは、逆の手順で 
行います。 

を媒配管と F ケープルの 
接続は、側面カバーを外 
/してイ子います。 


啤1刻則面カバー 
が^」 固定ねじ 


A 下に下げる 


※側面カバーの取付ねじは、 
RAC - SV 40 C 2 は2本となります。 
他の機種では1本になります。 


振動がま屋に伝わるおそれのある場创ま、室外機と据付具の間に防}居ゴム[サービスパーツ品 RAC - N 22 S 100 (別売）]を入れてください。 


室外機の固定足寸法 


RAC - SV 22 C - SV 25 C - SV 28 C • SV 36 C 


RAC-SV40C2 


固定足 


俾位： mm ) 


H 

rf 

r 

-►- 

心 

心 


巧巧 

500 





A ミち意 

N 

V 

•室外機の吸い込み□や底面、アル5フィンにさねらない 

ケガの原因になります。 

J 


暖房効果を良<ずるために、雪の多い 
地方では風通しを巧げないように別売 
の風雪ガードや高屋台を設けて<ださい。 
テの他の地方では日除けとして別売の 
テントの取り付けをおずずめしまず。 


I テント(別売) 
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-s 上 


@0 


S ジ L 
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配管の接続 



パージ 


配管の切断とフレア加工 


>バイプカツターで切断し、バリ取りを行います。 

り-マ 



A ミち意 


参八リ取りをずる 

バリ取りをしないとガス漏れの原因になります。 

♦切粉が 銅 管内に入らないように、バリ取り時には 銅 管を 
下向きにずる_ 

>フレアナット挿入後、フレア加工をしてください。 


ダイス- 


ダイス 




部 

XR 41 0 A 用専用工具の使用を推奨しま- 

す。 

外径（边） 

A ( mm ) 〔リジット〕 

R 41 日 A 巧専用工具の場合 

R 22 用専巧工具の場合 

6.3 己 （1/4 インチ） 

日〜0.己 

1.0 

弓.己2 (3/8 インチ） 

日〜0.日 

1.0 

を媒配管 1 ♦使用する;令媒配管は、次のことをずってください。 


ホ 6.3 己り/4インチ） 

ホ9.己2 (3/8 インチ） 

肉厚 

0.8 mm 

0.8 mm 

材料および規格 

リン脱酸銅 C 1220 TJISH 3300 (付嵩 由 量 40 mg /] Om 从下） 

断熱材 

• 耐觀谊机巧い比重日.日45肉聞圆な上 • 接続配管は1梢に各々臟してください。 


薄肉管（肉厚 0.7 mm など）は、使用しないでください。 


\2〉配管の接続 



※締め付けトルクは下表にしたがってください。 


細径側 

パイプ外径（ホ） 

6.35 (1/4 インチ） 

トルク N-m { kgf - cm } 

]3.7〜 18.6 り 40〜] 弓 0} 

太径側 

9.日2 (3/8 インチ） 

34.3 〜 44.1{35 日〜4日日} 

をろ 

細径側 

6.3 日 （1/4 インチ） 

] 9.6 〜 24.5 {200 〜 250} 

太径側 

9.52 (3/8 インチ） 

] 9.6 〜2 斗. 5 に 00〜2 曰 0} 

パ' j レブコアのフク□ナット 

]2.3〜1日.7{12日〜] 60} 


A ミち意 


参接続時は水分が入らないようにする 

♦フレアナツトは必ずトルクレンチを使用し、指定の締め付けトルクで 
締め付ける 

フレアナツトを締め付け過ぎると長期経過後、フレアナツトが割れて 
:令媒漏れの原因になります。 

♦をま機巧はフレアの外面には塗らない 
フレア外面に;令;ま機油を塗ると、フレアナツトの締め付け過ぎとなり、 

フレアナツトが割れたり、フレア部が破壊されてを媒漏れの原因になります。 


3エアパージおよびガス漏れ検査 


幾!體累?纖編黯は 


衣 


バルブコアのフク□ナット 
を外し、チャージホースを 
接続します。 

真空ポンプに真空ポンプ 
アダプタを接続し、アダプタ 
にチヤージホースを接続 
します。 


細径側サービス 
パ'ルブのつク□ナット 



太径側 サービス 
パ'ルブのフク□ナット 
パ'ルプコアの 
フク□ナッ!' 


琴 


マニホールドバルブの A ンドル Hi を閉じ、 Lo を全開にして、 
真空ポンプを運転（アダプタ電源 ON ) します。 

真空引さを1〇〜1已分間巧った後、ハンドル Lo を全閑し、 
真空ポンプの運もを止めます。ヴダプタ電源 OFF ) 


真空引きのポイント 


I 真空引き始めに、フレアナットを少しゆるめて、エアが入って 
いくことを確認し、再度つレアナットを締めてください。 

I マニ ホールドゲージの針が急に下がったり動かないときは、 
接続の再巧認をしてください。 

真空引きを終了後、 マニ ホールドゲージの針が3〜5分間を定 
していることを巧認してください。 


i 車成言 十 

真空引さは、連成計が \.グ、グ、 
-0.1 MPa 卜 76 cmHg ) I - M W 

なつていることを it 読 I して JX 
ください。 旦 © 


参室巧機の配管からフレアナットを外します。この時八ーフユニオン 
(オス側）をスパナで固定しながらフレアナット（メス側）をスパナ 
で外します。 

♦曲げ加工は配管をつぶさないようにしてください。 

•中むを合わせつレアナットを手で十分締め付けた後、トルクレンチ（スバナ） 
で巧実に締め付けます。 

ち続部（フレアの内側）に;令;ま機油（市販品）を塗ることをお慰めします。 



R 410 A 庙 

マニホールドバルブ 


真をポンプ 


ボールバルブ 


真空ポンプアダプタ 

ボールバルブは常時全開に 
してください。 



サービスバルブのフク□ナットを外します。 

細径サービスバルブのスピンドルを1/4回転ゆるめ、 
己〜6秒後すばやく締めます。この時に接続部のガス 
漏れ検査を行つてください。 

サービス バルブの チャージホースを 外します。 


6 


両方のサービスバルブの 
スピンドルを反時計ち向 
に軽く当るまで回し、;令媒 
通路を開けます。 

I 力いっぱい回す必要は、 
\ありません。/ 
フク□ナットを元どおり締 
め付けます。最衡こ、ガス 
漏れ検査を行い、ガス 
漏れがないことを確認し 
てください。 


サービスバルブ本体 


バルブコア,- 
フク□ナット 



六ち棒ス"ナ、0 

つク□ナット 



A ミち意 


♦コント□-ルバルブを使田ずるときはパッキンカ《劣化して 
いないことを確認して八ンドルを閉め過ぎないようにずる 

サービスノむレブからガス漏れすることがあります。 


— 9 — 













































































































ガス漏れ検査 


ち図の部分をガス漏れ検巧器を使用してフレアナット接続部 
から;令媒漏れがないことを確認します。 

漏れのある場合は、増締めするなどして、処置してください。 

( R 410 A 用検巧器をご使用ください。） 



F ケーブルの接続 


I F ヶーブルの接続方法 


むき出し部のな線はまつ 
ずぐにしてください。 


端子台 /だ;線 


型式 

電 源 

RAS - SV 22 C 

RAS - SV 25 C 

RAS - SV 28 C 

RAS - SV 36 C 

斟 目] 00 V 

RAS - SV 40 C 2 

雜 200 V 


室内機 
1112131 


電源 

コード 


黒 


室外機 

Tmi 


赤 


F ケーブル 



黒白 

4 



赤 



直径 2 mm の単線を 
必ず使巧してください。 


〇資 



を矢印のち向に巧しながら 
F ケーブルを引いてください。 


A 警告 


♦ F ケーブルは、必ず直径 2 mm の単線を使田ずる 

より線を使田しますと、故障や発熱 • 火災の原因になります。 

♦ F ケーブルを途中で接続しない 

接続部が過熱し、火災•感電の原因になります。 

参 F ケーカレのな線は 18mm (最ルでも 17mm、 最大でも 20mm) むき出し、 

な線がかくれるまで確実に巧し込み、さ々の線を引っ張って巧けなしにとを確認ずる 

拝入が不十分であったり、むき出し寸法が 17 mmW 下で'すと接關不足により、故障や 
発熱•义巧の原因になります。 

♦ F ケーブルのな線は先端を合わせ、まっずぐにずる 
♦分岐回路はエアコン専田の回路にずる 

♦ F ケーブルの取付工事は「電気設備に関ずる巧術基準 J にした力《って行う 
♦電源プラグを必ずコンセントから抜いたあとに作業を行う 

F ケーブルの] ’2端子間には 100 V または20 0 V が印加されます。 




60 m 

18 mm 










(原寸） 

-先端を合わせ、まっすぐにしてください。 


F ケーブル 


室内機への接続方法 


田フ□ントパネルを外しまず。 

( P . T 4 の「フ□ントパネルの外しかた」を参照） 

回端子台カバー固定ねじをゆるめ、つまみを持って端子台カバー 
を外します。 


团ケーブル固定ねじをゆるめケーブル固定バンドを外して 
F ケーブルを接続し、ケーブル固定バンドで固定します。 
回端子台カノぐ一の角と化粧カノぐ一の角を合わせて 

端子台カバー下側の爪を化粧カバーに引っ掛寸、端子台 
カバーを端子台カバー固定ねじで固定します。 

端子台カバー 



端子台カバー 
固定ねじ 

つまみ 


端子台カバー 



ケーブル固定ねじ 
端子台カバーの角と 
化粧カノぐ一の角を合わせます。 



F ケーブル 


固定バンド 


回ケーブルガイドを通して、 
F ケーブルを背面から 
前面へ化しまず。 


ケーブルガイド 


F ケーブル 



配管 


ドレンホース 


A 警告 


嵐 


曼圧 图 
ITTTTT 


♦ F ケーブルはサービス時の作業性を考慮してを格を持たせて、 
必ずケーブル固定バンドで止める 
♦ケーブル固定パンドで止めるときは、 

F ケーブルの外側の被覆部の上から 
確美に止め、接続部に外力が加わら 
ないよラにずる 

F ケーブルの接続部に外力が加わる 
と、発熱や火災などの原因になります。 

♦取り外した端子台力/ は工事後、必ず取り付ける 
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室外機への接続方法 


>側面カバー•端子台カバーを外して行いまず。 


端子記号 



A 警告 


参 F ケーブルは、必ずケーブル固定 
バンドで固定ずる 

固定しないと側面カノ く一が浮さ上がり、 
雨水が電気品に入り感電の原因となりまず。 
また、 F ケーブルの接続部に外力が加わり、 
発熱や火災などの原因じなりまず。 

♦取り外した端子台カバーは工事後、 

必ず取り付ける 



&配管の断熱と仕上げ 


♦配管接続部は保;令用断熱材で覆い、ずさ間のないよう 
巳-ールテープを卷さます。 

♦ビこールテープは締め過ぎないように巻さまず。 

すき間があったり締め過ぎたりずると露たれの原因になります。 

♦ P .2 の「室内•室外機据付図」のように配管 • F ケーブル等を 
エアコン据付用テープでテープ巻きし、壁に固定しまず。 

♦冷媒配管やドレンホースが、天井裏•壁内等の隠蔽部や、 

押入れ•廊下など室内を通る場含は、結露防止性能が高い 
配管（高湿用配管）を使用しドレンホースは結露しないように 
断熱材を取かけ1/2日〜1/100の下り勾配をつけてください。 

•壁巧部と配管ブッシュ•配管のすさ間を施管カバー（市販品）を 
使用した場含も]エアコン据付用パテにて完全にシールしてください。 
シールが完全でないと壁内や室外の高湿空気が浸入し、露たれの原因に 
なります。また壁内や室外の臭いが室内に浸入する原因になります。 
♦配管カバー（市販品）を使用する場合は、配管ブッシュを取り付けないで 
ください。 


A ミち意 


>壁巧を口〕ン据付 fflA ’ テで完全にシ-ルずる 

壁巧や室外の高湿空気が室内に浸入し、 
露たれの原因になります。また壁巧や室外 
の臭いが室刚こ浸入する原因となります。 


⑤保を巧断熱が 
断熱しテープ卷き 



約 90 mm 


■ 保冷用断熱材のテープ巻を ■ 


保を用断熱材を使わなかったり 
保令用断熱材のビニ-ルテ-プ卷き 
を締めすざまずと…。 



断熱効果がなくなり露ががき 
露たれおよび壁にシミやカビ 
が発生します。 

間幅をおいて締めすぎない 
リようじ巻きます。 

管ブッシユ ) 

// // II II II 

、保;令 用 断熱材 


f お;令用断熱材は、割を上に1 


して覆い、ずき間のないようじ 

"。テ^^ 1 

テ-プ卷きして〈ださい。 

^- J ‘ 


パテ 


リモコンの固定と設定 


>リ亡コンはリモコンホルダーで壁や柱に固定することがでさます。 

♦ IJ 亡コンを固定したままエアコンを操作するときは、信号がエアコンに 
確実に受信される ことを 確認してください。なお、堂光灯により影響され 
信号が受信されなくなることがありまずので、昼間でも点灯して確認し 
てください。 

•電子点灯斤さの照明器具がある塌合は、受信距離が短くなることがあり、 

場台によっては信号を受け付けないことがあります。 


リモコンの取り付けかた 




③リモコンホルダー 
固定ねじ 

柱または壁’徽」モコンホルダー • 外すときは 

リモコンの 

上から差し込む。 上部を持つ 

て引さ扳<。 



ねじって取り外さ 
ないでください。 
裏ぶたが外れる場 
合があります。 


アドレス設定について 


2台の室内機を同じ部屋に据付けたときなど、リモコンの混 
信を防ざたいとさに設定を変更します。 

アドレス切換スイッチは、リモコンの電池ケースふたを外した 
ところにあります。（化荷時は 「 A 」 側に設定されています。） 
♦アドレス設定（混信防止）のち法 

2台の室内機のうち、1台について設定を行います。 
(もう一ちの室内機は電源を切ります。） 

のリモコンに乾電池を入れ、リセットスイッチを巧します。 

(取あ説明書 P .1] を参照してください。） 

回リモコンの送信部を室内機に向けた状態で、アドレス 
切換スイッチのスイッチレバーを巧」側に動かします。 
回 r ピッ」という受信音力んて、設定が終了します。 
♦アドレス設定後、リモコン 
操作をして動作することを 
確認してください。 

動作しない場合は、スイッ 
チ レバーを 「 A 」 側に戻し、 

再度設定操作を行ってくだ 
さし、。 


スイッチレバー 
アドレス切換スイッチ 

リモコン情池ケースふたを開けた状態） 



♦事前に取付場所からエアコンの裡転」と「停止」ができることを確認してから取りせけしてください。 
♦吹さあけなどにより、室内機上部の天井が高い場合やリモコンの取付場所によっては、取り付けたままで 
エアコンの裡転」や「停止」びできないことがあります。 


〈印刷記号： CS -21@〉 
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ご注意 

































































































































^ アースと漏電遮断器 


C このエアコンは必ずアースエ事をしてください。^ 

アースエ事は「電気設備に関ずる技術基準」にしたがって実施してくだごい。万一 
の感電事故を防止ずるほかに、製品に關れたときに感じる静電気の障害や、 I 」モコン 
操作時にテレビ•ラジオに入る雑音を防ぐ効果もありまず。 

接地の基準 

接地の基準はエアコンの電源電圧および設置場前こより異なりまず。下表に 
より接地工事を行つてくだごい。 


電源']エア]ン1 

水気のある攝巧 

1こ設置ずる場合 

湿気のちる場巧 
置ずる場合 

乾燥した獅に證ずる齡 

対地電圧 150 V 
な下の場合 

100 V の磯種洽斟目 
3線式 20 DV の機種） 


[) 種接地工事が 
お要です。妊） 

D 觀脏事は細に 1 端がれていまずが 
拠卿陋をしてくだ加。 

対地電圧 150 V 
を越える齡 

3 tl 200 V « i ( t$tl 

2線式20抓の® 

漏電遮断器を取り付け巧に D 種撒虹事が必要です。健） 


D 種接地エ氧 こついて （注） 

•接地工事は電気工事±のちが行ってくだごい。 

•接地抵抗は1 00 Q が下であることを確認してくだごい。 

ただし漏電遮断器を取り付けた場合は50 0 Q な下であることを確言, 
してくだごい。 


A 警告 


參室外機または室内機のどちらか一方から必ずアースを巧ラ 
電源が1 00 V の場合 

アース端子はき外機のバース側面(サービスバルブ側） I こ 
ついていまず。なお、を國のよう I こ室内機にもアースを 
接続することもできるようじなっていまず。 

電源が20 0 V の場合 

必ず アース 付きコンセントを調達のうえ、 アース 
工事を巧ってください。 

[アース端子は室外機のベース側面(サービスバルブ側）に 
もついていまず。] 

♦アース織ま、;欠のようなところに接続しなし、 

(1) ガス管…引火や爆発のおそれがあります。 

(2) 避雷針•電話のアース線…落雷のとき大きな電流が 

流れおそれがありまず。 

(3) 水道管…塩ビ管ではアースの役目を果たしません。 

また、金属管では電旣のおそれがありまず。 
參お客様にご説明の上、アース(接地)を巧う 
♦室内機からアース(接地)を巧う場合は、直径1 .6 mm の 
単線(軟銅線)を使用し、確実に固定ずる 


き内微こア-スを付ける場合 



アース 端子 

アースを接続するとをは 

端子台カバーを外して行いまず。 


保護シートと輸送用部品の取り外し 


♦表示部の保護シートを取り外してください 
♦輸送用部品を取り外してください。 



表 W 部 


S 電源と試運転およびチエック 


電源 


ミ;蛋ま二^ 電源プラグをコンセントに差化む前に必ず電源電旺を 
pIVJS キ及ノ測定して<ださい 


A 警告 


♦電源プラグの改造や電源コードの延長は、絶対にしない 
♦電源]-ドはゆとりをもたせ、電源プラグに力力《かからない 
よラにずる 

♦電源コードはステップルなどで固定しなし、 

♦電源コードは熱を発をしやずいため、針金やビニタイなどで 
まとめない價源コードを背面に収納ずる時も同様） 


A ミち意 


♦コンセントにがたつき力《ある場合は交換ずる 
がたつさがあると感電、义災の原因になりまず。 

♦電源プラグを差込むときは2~3回巧き差しを行い、なじませて 
から完全に差し込む 

•電源]-ドは必ず下カバー部から出してください。 


誤った電源電圧を E 日加してしまった場合 

♦100V 用の機種に 20 0V 電源を接続した場合室内機のバリスタ破損や 
ヒューズ溶断となり修理が必要です。 

♦200 V 用の機種こ10 0 V 電源を接続した塌含、室内機のすべてのランプが 
点滅します。コンセントの電圧を正しく直してください。（故障ではありません。） 

田試運転を行う前に P .13 「フィルター掃除運転の動作確認」を行ってください。 
回試運転を行いエアコンが正常に運転することを確認してください。 

回取扱説明書の手順で操作について「お客様」に説明してください。 

•室内機のタイマーランプが12回点滅をしている場含は、 F ケーブルの 
誤接続がなしげ確認してください。 

•電源プラグの抜き差しにより電源リセットを行う塌合は、電源プラグを 
抜いた状態で 
- 5分な上待つ 

-一度だけ応急運転スイッチを巧す 
のどちらかをしてから電源プラグを差し込んでください。 

C 据え付けチエック ) 

♦ P .16 の右下の「ルームエア]ン据付点檢力ード」によりチェックします。 
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フイ J レター掃除運転の動作確認 


エアコンの試運転を行う前に、下記〇 • @について確認をお願いしまず。 


を端子台カバー•フ□ントパネルの取り付け確認 


端子台カバーの取り付けを確認してください C 


端子台 カバー 
固定ねじ 

端子台 カバー 



フ□ントパネルを閉めるときは、①フ□ンいなルの左も2力所を「カチツ J 
という音がずるまで押し付けて、®中央部を押し付けてください。 


フ□ントパネル 


をフィルター掃除運転の確認 



1. エアコンの電源を入れる前こ、エアフィルターに輸送用部品が貼り付いていないことを確認してください。 

2. エアフィルター〈上面2枚〉が正しく取り付けてあり、□ックされていることを確認してください。 

3. エアコンの電源を入れると、「フィルター掃除運転」が自動的に開始します。 

フィルター掃除運乾中は、「ク U - ン」ランプが点灯します。 


本エアコンは、上面にがホのようなグ U ル（格子）がありません。 

これは、フイルター掃除ユニットがあるためと上面を巧れにくくするためです。 


※フイルター 掃除運転中に フイルター 
掃除 ユニットに 軸れないでください。 
けがや故障の原因になりまず。 


フィルター掃除ユニット 



「クリーン J ランプについて 

♦動作確認運転は、上下風向 
板が閉じたまま送風運転を 
行い、 r ク IJ - ン」ランプが 
点灯しまず。 


货く 


C - . 


クリ-ン1 

圏 

J 


►動作確認運転後に「クリーン」ラン 
プが点減 （4 砂点灯/1砂消灯）表 
示したとさは「フイルター掃除運 
転」の異常による停止でず。フ□ン 
ト パネルを 開け、輸送用部品が貼り 
付いたままになつていないことを 
確認してください。輸送用部品が貼 
り付いていない場合は、取扱説明 
書の「フイルター掃除運転の動作確 
認」「故障かな？と思われたとさ 
は」のページを参照の上、対応をお 
原員いします。 



エアフイルター□ック 

エアフィルターが確実に取せけられて、エアフィルター□ックが□ック 
されていることを確認してください。□ックしていないと、運転中に 
エアフイルターが外れることがありまず。 

外れている場合は、上に押し上げて、 

\ □ックしてください。 ノ 

♦フィルター掃除運転の動作確認は、 1 往復で約 7 分間行います。 ' - 

フィルター掃除ユニットカ噪際に動作している力\の確副ま、室内機上面から目視にて確認してください。 

-エアフィルター□ックの取り付けを確認し、外れている場合は□ックしてください。 

□ックしていないと、運転中にエアフィルターが外れることびあります。 

-フ□ントバネルを正しく閉じてください。 

-動作確認中に運おを開始しても動作確認は継続しますび、停止ボタンを押すと、途中で動作確認を終了してしましほす。 

リモコン操作をしなし、でお待ちください。 

-フィルター掃除運を中にフィルター掃除ユニットに触れなし巧ください。 

け力 《 や故障の原因になります。 

-エアフィルターカ巧しく取りかけられていない場合、「フィルター掃除運を」異常となり、「クリーン」ランプカ喘滅します。 

また、運転中にエアフィルターが外れることがあります。 

♦途中で「クリーン」ランプカ I 点滅した場合は、「フィルター掃除運転」の異常による停止です。 

輸送用部品が貼り付いたままになっていないことを確認してください。輸送用部品が貼り付いていない場合は、取あ説明書の 
「フィルター掃除運岳の動作確認」顿障かな？と思われたときは」のぺージを参照の上、対応をお願いします。 


一-1-/つ 


勢が 


エアフィルターの取り付け確認のしかた 


じ□ントバネルを外し、2枚のエアフイルターの□ックが外れていたり、傾いていないかを確認してください。 
外れている場合は、右上記 （ P .14) の「エアフイルターの取り付けかた」にしたがい、取り付け直してください。 
取り付け直した衡ホ、再度「フイルター掃除運転の動作確認」を行ってください。 
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^ エアフイルターの取り付けかた 

〇「上面フイルター」「ウラ」表示のある面を本体側に 
向けてください。（左右ともお状は同じです。） 


@上面の エアフイルター□ック （左を 2力 巧）を 
上に押し上げます。 


裏面に口!面つィルタ- 


] ド司と? 


と刻印があります。 


@室内機上面の溝に合わせ、スライドさせて押し込みます。 




移設時または取り外し時の作業ち法について 


地球環境保護の立場から、移設時または取り外し時 
には;令媒の回の^ (ポンプダウン）を行ってください。 

田強制を房運転で日分間程度の予備運転を行し^ます。 
回フク□ナットを外して細径サービス/。レフ'のスピン 
ドルを時計回りに回して閉めます。 

图そのまま強制;令房運転を1〜纷間行った後、太径サービス 
バルブのスピンドルを時計回りに回して閉めます。 
a 強制;そ房運転を停止します。 


強制冷房運転 


♦室内機の応急運坛スイッチを日秒 lii 上押す仁強制;令房運居になります。 

故障診断や、室外機に;令媒を回収するときに使用してくださし、。 

♦強制;そ房運坛中は「タイマー」ランプカ喘滅します。 

♦強制;そ房運転を停止するときは応急運転スイッチを再び押すか、リモコン 
で運転を停止してください。 



A ミち意 


♦サービスバルブのスピンドルを閉めた状態で5分な上運転しなし、 

古幻章の原因になりまず。 


A 警告 


応急運転スイッチ 

, 已秒な上巧し続けると強制冷房運転を開始します。止める時は、 
もう一度巧すか、リモコンで運転を停止してくださし、。 


>を媒回収(ポンプダウン）作業では、を媒配管を外ず前に圧縮機を停止ずる 

圧縮機を運転したまま、冷!某配管を外すと空気などを吸引し、冷まサイクル巧が 
異甫高圧となり、破裂 • けがなどの原因になります。 


下カバー、化粧カバーの着脱のしかた 


I フ□ントノ \°ネルの着脱は必ず両手で行ってくだごい。 




田フ□ントバネルを開きます。 

回射こを側のァームを外侧こ巧して軸を外します。 

回フ□ントバネルを左側にずらして左側アームの軸を外します。 


〇先に左側のアームの軸をステップに沿わせて差込み、軸巧に入れます。 
@を側のアームの軸をステップに沿わせて差込み、軸巧に入れます。 

@フ□ントバネルが確実に取りかけられていることを確認したのち、 

フ□ントバネ J レをしっかり閉じます。 


A ミ主意 


じ□ントパネルを上側 I こ開けたとき、無理に力を入れない 
フ□ントパネ J レが本体から外れたり、巧障の原因になります。 

>下カバーの取り外し•取り付けの際、角部でケガしないように 
+分';主意する 


>フ□ントパネルを確実 I こ取り付ける 
フ□ントパネルがガタついているとノぐネルが外れ、落下する 
おそれがあります。 
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下カバ'—の外しかた 


下カバーの取り付けかた 


1 


田フ□ントパネルを取り外します。 

回ねじカバーを外し、下カバーのねじ （5 本）を外します。 

ダストボックス ねじ 端子台カバー固定ねじ 

取っ手 



® 露皿化粧カバーが確実に取り付けられていることを確認します。 
@上下風向板を両手でゆっくり水平くらしほで開きます。 

曾下カバーの m (4 力而を本体下側の巧および左右に引っ挂卜ける 
ように本体へはめ込みます。 


つまみ 


下カバー上下風向板 


ねじ力 K 一-ねじ 


端子台 セバー 


回端子台カバー固定ねじをゆるめ、つまみを持って端子台カバー 
を外します。 

团取っ手を持って、ダストボックスをまっすぐ手前 I こ引さおさ取り外します。 
回上下風向板を両手でゆっくり水平くらしほで開さます。 

因①左側側面の下カバーのツメ付近を指先で巧してツメを外し、 

②少し下に引きます。 




回①左側側面と同様に、右側側面のツメをかし、②少し下に引きます。 



固下カバーを一度持ち上げて手前に引いて外します。 

(下ち向に引くと下カノぐ一の m が引っ挂卜かり外れません。） 



©左をの m じ力所）と中央の m (3 力所）を確実にはめ込みます。 
下アゴの部分に段差がないことを確認してください。 




@下カバーのねじ（己力巧）を締めます。 

® ねじカバーを取り付けます。 

@端子台カバーをを取り付け、端子台カバー固定ねじを締めます。 
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配管は R 41 OA 用を使用しましたか 
壁巧が壁を貫通ずる場合、保護バイプをつけましたか 
壁巧部のシールは確実にしましたか 

特に、埋込配管で大きな壁巧のと左、シールを確実にしましたか 
配管接続部の断熱はしましたか 
真空引左を斤いましたか 

電気に関ずること 
電源は専巧回路に接続しましたか 
電源電圧が製品仕様と合っているか測定しましたか 
接続ケーブルの接続は正しく確実でずか 
アースは正しくしてありますか 

試運巧に巧ずること 
リモコンの設定はしましたか 

r フィルター掃除運転の動作確認 J に異常はありませんか 
(フィルター掃除運転機能付きの機種のみ） 

試運転をして異甫はありませんか 
冷気または暖気が吐出口か5出ましたか 
異常音は出ていませんでしたか 
配管接続部のガス漏れはありませんか 
除湿水は漏れずに、よく排水しますかまた、露受皿に除湿水 
がたまらないような傾斜で据え付けられていまずか 
引渡しに巧ずること 

取あ説明書の表紙に記載されたお式名のラちの、据え付けたお 
ま名の前に〇印を付けましたか 
(取扱説明書が2機種が上の共用になっている場合） 

お客様に正しい取り巧いちと、運転のしかたを説明しましたか 


サービス言己録 


年月曰 


サービス 

担当を 


お客様氏名 

(電話番号） 

様 

( ) 

お客様住所 


機種名 


製造 

番号 


据付年月曰 


据付 

担当者 



ルーム jI 尸」ン虹付点検ノ]—卜 


(点検巧みの項目の□の中にン巧を記入して < ださい。） 

□ 輸送部品は全て外しましたか 

据巧に M ずること 

□ おがな度は十分でずか 

□ 化粧カバー(化粧バネル•フラップ）は確実に取り付けてあり、 
落下の盾険はありませんか 


サービス内容 


キリトリ線から切りはなし、 J 居付時の点検、サービスの記録と 
して、お店で保管、ご使田くださし、。 


♦接続に必要な別売部品と接続先を下表に示します。 


L —-— . 

接続に必要な別売部品 

接続先 

HA システム 

HA 接続つード CSP - HA 。） 

CN 6 

H-LINK 

RAC アダプター 

CN 7 

カードキー 

力ードキー接続コードに P - CKC 1) 

CN 6 


HA 接続つードに P - HA 。） 

CN 6 

ドレンアップキット 

専用ドレンホース ( RAS - SV 22 B 100) 
室内機の近くに設置する場合 

- 


参化粧カバー、電気品フタを外し、上表の接続先に接続します。 

♦室内基あのジャンパー線の処置について 
カードキー、ドレンアップキットを接続 
する場合は、ち表にしたがって、 

必ずジャンパー線を切断して 
ください。（ジャンパー線の位置 
は下図を参照してください。） 

♦ RAC アダプターを室内機上部に設置する場合は、室内機背面の溝に配線を 
通してテープ止めしてください。 

参配線をはさまないようにを意して電気品フタを取り付けます。 

参化粧カノく'一を取り付け、動作確認をしてください。 

参詳しくは、各機器のお付説明書、取扱説明書とあわせてお読みください。 

参化粧カバーの外しかた-取り付け力すこは本説明書で確認してください。 



(-はホ切断) 


カードキー 

— 

9お点 

JP 1 

切断 

」 P 2 

」 P 3 

b 接点 

切断 

切断 

- 

ドレンアップキット 

- 

- 

切断 


キリト U 


化粧カバ'—の外しかた 


のフ□ントバネルを取り外します。 

回下カバーを取り外します。 

回化粧カバー左部、右部のねじ（各1力巧）を外します。 



化粧カバー右部を外します。（化粧カバー左部も同様に外します。） 



化粧カバーの取り付けかた 


※取り付けは逆の手順で行います。 

〇化粧カバー右部の偵麵の爪り力丽を本体にはめ込んだ 
あと、上面の爪 （1 力巧）を確実にはめ込みます。 

(化粧カバー左部も同様に取り付けます。） 



@化粧カバー左部、ち部のねじ（各1力所）を締め付けます。 



©フ□ントバネルを取り付けます。 


HA システム ’ H •醒•力-ドキ-•ドレンアップキットと接続するとき 


□□□□□□□□□□□□□□日 □ □ 


. 一 • • • ... > 































































































































